令和８年３月31日
令和７年度　東京都立青山特別支援学校　学校経営計画報告
校長　中澤　将人
１　令和７年度の取組目標と具体的方策 （最重点項目）
　１　学習指導要領に準拠した学習内容配当表を活用した授業の実践
　２　キャリアパスポートに基づいたキャリア教育の推進
[bookmark: _Hlk189564023]３　児童・生徒、保護者、地域から信頼を得られるための情報共有と情報発信 
[bookmark: _Hlk189564087]４　教職員の超過勤務時間を月45時間以下にするための学校運営の推進 
２　具体的な方策と取組目標に対する結果
【標語】Ａ：達成　　　（目標以上）　　　　　　　　　Ｂ：ほぼ達成（目標の90％以上）
　　　　Ｃ：やや未達成（目標の80％以上90％未満）　 Ｄ：未達成　（目標の80％以下）
　　　　教：教員、保：保護者、未：未満、超：超え、学：学校評価アンケート数値
（１）学習指導
	[bookmark: _Hlk220938294]
	
	具体的な方策・取組目標（成果指標）【上段：方策、下段：目標】

	[bookmark: _Hlk221013253][bookmark: _Hlk221012976]１
	方策
	個別指導計画、学校生活支援シート等に基づいた適切な指導の実施
	Ａ：保
100％

	
	目標
	学校評価：保護者の肯定的評価95％以上
	

	[bookmark: _Hlk221013336]２
	方策
	学習指導要領に準拠した学習内容配列表を活用した授業の実践
	Ａ
98％

	
	目標
	指定教科、学校評価：保護者及び教員の肯定的評価90％以上
	

	[bookmark: _Hlk189563328][bookmark: _Hlk221015292][bookmark: _Hlk220935818]３
	方策
	ICT機器を活用した授業の実践の推進
	Ｂ：保
92％

	
	目標
	学校評価：保護者の肯定的評価95％以上
	

	[bookmark: _Hlk221015328]４
	方策
	児童・生徒が主体的に学習できる学習環境の整備と指導方法の工夫
	Ａ
96％

	
	目標
	学校評価：保護者及び教員の肯定的評価90％以上
	

	[bookmark: _Hlk219810957]５
	方策
	外部専門員等を活用した指導の充実
	Ｃ：保
89％

	
	目標
	学校評価：教員の肯定的評価95％以上、学校運営連絡協議会による評価
	

	〇まとめ
・学習指導要領に準拠した学習内容配列表に基づいて、国語、算数（数学）、生活、理科／社会、職業・家庭の年間指導計画を作成して授業を実践した。数値として良い評価を得た。
・ICT機器の活用は、教員99％に対して保護者92％の肯定的評価であった。ICT機器活用の概念に個人差があるが、よりICT機器活用を周知することが課題である。
・外部専門員は教職員への指導・助言であることを周知することが課題である。
〇令和８年度に向けて
・音楽、図画工作（美術）、体育（保健体育）、総合的な学習の時間の学習内容配列表に基づいた年間指導計画を作成し授業実践する。すべての教科で学習内容配列表に基づいた授業を実践するが、段階別の授業内容などを教科会で検証する。
・ICT機器活用は、AIを含め時代の流れに合わせた利用を促進する。また教員一人ずつに公用スマートフォンが導入されるため、ICT機器と合わせた活用方法を模索する。
・外部専門家と共に授業をしている様子や活動事例などを、HPやＸなどで周知する。
（２）生活指導・進路指導

	
	
	具体的な方策・取組目標（成果指標）【上段：方策、下段：目標】

	[bookmark: _Hlk221017102][bookmark: _Hlk188604286]１
	方策
	事故ゼロを目指し、組織的な安全点検の実施と環境整備日の実施
	Ａ
98％

	
	目標
	学校評価：保護者及び教員の肯定的評価90％以上
	

	２
	方策
	スクールバスの円滑で安全な運行の徹底
	Ｂ：教
97％

	
	目標
	学校評価：教員の肯定的評価95％以上、連絡会【毎月】、研修会【年２回】
	

	３
	方策
	キャリア教育の視点に基づいた教育の推進
	Ｂ
95％

	
	目標
	学校評価：保護者及び教員の肯定的評価90％、
研修会・企業等との連携【年３回以上】
	

	４
	方策
	危機管理に対する指導の徹底と災害備蓄の強化
	Ａ
98％

	
	目標
	危機管理マニュアルの活用と検証、
学校評価：保護者及び教員の肯定的評価90％
	

	５
	方策
	[bookmark: _Hlk189563435]生活や発達年齢を考慮した指導の推進
	Ｂ：教
94％

	
	目標
	学校評価：教員の肯定的評価95％
	

	〇まとめ
・スクールバスの遅延情報について、迅速かつ的確な情報展開ができないことがあった。
・小学部低学年のキャリア教育について、理解啓発が不十分との指摘があった。またキャリアパスポート導入・活用まで至らなかった。
〇令和８年度に向けて
・適宜、スクールバスに乗車し、安全運転や安全環境であるか確認する。
・５分以上の遅延が見込まれた時点で、速やかに連絡・周知することを徹底する。
・令和８年度からキャリアパスポートを活用・展開するとともに、青山のキャリア教育（概要版）を配布し、キャリ教育を推進する。
（３）特別活動・その他

	[bookmark: _Hlk220939616]
	
	具体的な方策・取組目標（成果指標）【上段：方策、下段：目標】

	１
	方策
	人権に配慮した教育活動の徹底
	Ａ
98％

	
	目標
	学校評価：保護者及び教員の肯定的評価100％
	

	２
	方策
	ホームページやX等による情報発信の強化
	Ｃ：300未

	
	目標
	【年間】300回以上の情報更新
	

	３
	方策
	関係機関（就学前機関や教育委員会など）との連携強化と指導・助言の実施
	Ａ：
50超

	
	目標
	年30回以上
	

	４
	方策
	副籍交流の実施と近隣学校（小・中・高・特支）との連携
	Ａ
96％
10超

	
	目標
	副籍交流実施率85％、交流会等（各学部年10回以上）
	

	５
	方策
	読書活動の推進
	Ｃ
83％

	
	目標
	学校評価：保護及び教員の肯定的評価90％以上、貸出600冊【年間】
	

	〇まとめ
・令和６年度と比較して、Ｘの更新回数は増加しているがホームページの更新回数が減少した。また、Ｘの閲覧している人が増加している。
・読み聞かせの活動や移動図書の活用などを実施したが、取り組みが周知されていない。
〇令和８年度に向けて
・Ｘの更新回数に比重をおき、授業や行事だけでなく地域の情報を展開することを含め、２日１回程度の情報更新を行う。
・保護者コミュニケーションシステムの利用開始に伴い、利用方法やルールなどを確認する。
・図書の増書を計画的に実施するとともに校内で新書の紹介などを、児童・生徒や保護者に情報展開を図る。
（４）学校運営

	
	
	具体的な方策・取組目標（成果指標）【上段：方策、下段：目標】

	[bookmark: _Hlk221017263]１
	方策
	「青山ルール（教員心得・情報管理など）」に基づいた行動の徹底
	Ａ
96％

	
	目標
	学校評価：保護者及び教員の肯定的評価95％
	

	２
	方策
	服務規律の徹底
	Ａ
98％

	
	目標
	倫理規定の策定、研修会【年４回以上】、学校運営連連絡協議会による評価
	

	[bookmark: _Hlk221017338]３
	方策
	主幹教諭を中心とした円滑な学校運営と人材育成
	Ｃ：教
86％

	
	目標
	学校評価：保護者及び教員の肯定的評価90％
	

	４

	方策
	働きやすい職場環境とライフワークバランスの推進
	Ｄ：教
75％
45未

	
	目標
	超過勤務時間、月45時間以下【全教員】
	

	５

	方策
	適切な予算編成及び計画的な予算執行の徹底
	Ｂ：学
97％

	
	目標
	センター契約75％【全教職員】
	


〇まとめ
・令和７年度から分掌業務を４級職（主幹教諭・指導教諭）によるライン化したことで、業務分担のわかりづらさが要因と考える。
・令和６年度と比較して、超過勤務時間（在校時間）が減少しているが、全教職員には至っていない。
・予算執行状況に関する学校評価アンケートの数値が良いことは、財務管理の透明性や計画性に信頼を得ていることが伺える。
〇令和８年度に向けて
・４級職（主幹教諭・指導教諭）の業務担当を明確化し、校内で見える化を徹底する。
・教員の負担になる要因を把握し、校内業務の見直しを図り、業務の平準化を図る。また東京都の施策を確認し、自分の働き方を考えることを図る。

学校経営計画の総括
　令和６年度でチーム青山による「継続と改善」という形をつくり、令和７年度は検証と位置付けて学校経営を行った。令和６年度に改革するために検討を行い、令和７年度は検証することになり、この２年間の教職員への負担感は否めない。その一方で、学校経営計画の具体的な方策と取組目標に基づいた学校評価アンケートを実施し、学校経営と直結する数値であることから、一定の理解を得られているが、90％以下の項目については令和８年度の向けて改善する。

令和８年度の学校経営に向けて
　全科で学習指導要領に基づいた学習内容配列表を作成して学習を展開する。これは令和８年度以降も新学習指導要領が策定されるまで続けることでもあるため、作成した教材（データ）を共有化することは重要であり、働き方改革にも直結する。
分掌業務の見える化を徹底することで、教職員の役割分担が明確化される。それらを踏まえ、学校評価アンケートの数値結果も反映させ、以下のことを充実・徹底した学校経営を展開する。
　学習指導　　　　　：授業の検証と教材の共有
　生活指導・進路指導：安心安全な学校、キャリア教育の推進
　特別活動・その他　：人権尊重、近隣校と地域との連携、情報発信の強化
　学校運営　　　　　：働きやすい学校
　引き続き、東京都特別支援教育推進計画（第二期）第三次実施計画や学校における働き方改革の推進に向けた実行プログラムなど、東京都の施策に基づいた学校経営を行う。
